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事例１  接触冷感の評価    

●  相 談内容  

  織 物製造 企業 から、ク ールビ ズ に対応 した涼 感

素材の 開発を 行っ ている が 、涼感 を 評価し て欲し

いとの 相談が あり ました 。  

●  支 援内容  

  熱 移動特 性測 定装置 を使用 し、各種試 作開発 品

の接触 冷感評 価値 (qmax 値 )を測定 しまし た。そ

の結果、接触 冷感 は素材 の熱伝 導性 の他に、織物

構造に も依存 して いるた め 、冷感 を 上げる ために

は表面 凹凸を 少な くし 、接 触面積 を 大きく するこ

とが重 要であ ると 分かり ました 。  

●  支 援結果  

  ク ー ル ビ ズ 向 け の 涼 感 に 優 れ た 織 物 を 開 発 す

ること ができ まし た。  
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事例２  風合いの評価    

●  相 談内容  

  紳 士服関 連企 業から、織物規 格 と仕上 加工に よ

り、従来 製品よ り も 夏に 適した 風合 いのス ーツ地

を開発 してい るが 、ど のよ うに評 価 すれば よいか

との相 談があ りま した。  

●  支 援内容  

  熟 練者が 判断 する風 合いに つい て、数値 によっ

て評価 できる 風合 い試験 機を 用 い て 、布 の 表 面 ・

曲げ・圧 縮・せん 断・引張 特性 など を測定 し、紳

士夏用 スーツ 地の 計算式 で風合 値 、総合風 合値を

評価し ました 。  

●  支 援結果  

  開 発した 布は 、夏用ス ーツ地 に 求めら れるシ ャ

リ感が 大きく 、総 合風合 値も良 いこ とが分 かりま

した。  

 

 

 

熱 移 動 特 性 測 定 装 置  

綿 と 毛 織 物 の q m a x  

 風 合 い 試 験 機 ( K E S )  



事例３  常圧カチオン可染型ポリエステル繊維の鑑別  

●  相 談内容  

  繊 維関連 企業 から、使 用され て いる繊 維が通 常

のポリ エステ ル繊 維か常 温・常圧 下 でカチ オン染

料 に よ っ て 染 め ら れ る ポ リ エ ス テ ル 繊 維 な の か

調べて 欲しい との 相談が ありま した 。  

●  支 援内容  

  繊 維鑑別 用染 料「ボー ケン ステ イン」で 染色 し

たとこ ろ赤色 に染 まりま した。また 、有機化 合物

の 分 析 に 有 効 な 赤 外 分 光 分 析 （ FT-IR） を 行 っ た

と こ ろ 、 620cm - 1 付 近 （ ス ル ホ ン 酸 基 に よ る C－ S

の伸縮 振動に 帰属 ）に吸収 ピーク が 認めら れまし

た。  

●  支 援結果  

  使 用 繊 維 は 常 圧 カ チ オ ン 可 染 型 ポ リ エ ス テ ル

である と識別 され ました 。  

 

 

（ａ）通 常 のポリエステル  
 

 

( b )常 圧 カチオン可 染 型  
    ポリエステル  

図  ポリエステルのＩＲスペクト
ル  （2 0 0 0－4 0 0 c m - １ ）  

 

 

事例４  ニット地の染色ムラ原因  

●  相 談内容  

  ニ ット製 造企 業から 、ニ ット生 地の無 地染め を

行った ところ、筋 立った 濃淡が 発生 したた め、そ

の原因 を究明 した いとの 相談が あり ました 。  

●  支 援内容  

  異 なった 素材 が混入 した可 能性 を考え 、繊 維鑑

別 を 行 い ま し た が ウ ー ル １ ０ ０ ％ で あ る こ と が

認めら れまし た。次に、電 子顕微 鏡 による 表面観

察を行 ったと ころ 、正常 糸は 防縮加 工され たウー

ルで、筋立 ち糸は 未加工 のウー ルで あるこ とが確

認でき ました 。  

●  支 援結果  

  表 面観察 の結 果から 、防 縮加工 された ウール 糸

に 未 加 工 の ウ ー ル 糸 が 混 入 し て 交 編 さ れ た と 推

測され ました 。未 加工の ウール と防 縮加工 ウール

では、染 色性に 違 いがあ り、防縮 加 工ウー ルの方

が濃色 に染ま るた め、筋 立ち の原因 になっ たと考

えられ ました 。  

 

 

防 縮 加 工 ウ ー ル  

 

未 加 工 ウ ー ル  

 

 



事例５  自動車部品の耐候性試験  

●  相 談内容  

  自 動車関 連企 業から、耐候性 に 優れた 製品を 開

発して いるが、短 時間で 従来品 と比 較した いとの

相談が ありま した 。  

●  支 援内容  

  製 品の主 な劣 化要因 である 太陽 光、温度 、湿 度、

雨など の環境 を人 工的に 再現し、従 来型よ り短時

間で評 価でき る促 進耐候 試験を 提案 し、試験 を行

いまし た。そ の結 果、開発 品は 従来 品に比 べて劣

化の進 行が抑 制さ れ、耐久 性が向 上 してい ること

が分か りまし た。  

●  支 援結果  

  促 進耐候 性試 験機は、実際に 使 用され る環境 を

想定し た試験 の短 縮化が 可能で、製 品開発 のスピ

ード化 に対応 する ことが できま した 。  

ス ー パ ー キ セ ノ ン  

ウ ェ ザ ー メ ー タ ー  

（ 紫 外 部 放 射 照 度 は  

太 陽 光 の ３ 倍 ま で 可 能 ） 

 


